
起業家を発掘＆応援！
“ビジコン”結果発表

ビジネスプランコンテスト2015

「あきたビジネスプランコンテスト2015」の
最終審査会を2015年12月18日、
秋田市にぎわい交流館「AU」で開催した。

過去最多人数の熱いプレゼン
　2013年に始まり３回目となった今回は、過去最多の８名
が最終審査に残り、いずれ劣らぬ活発なプレゼンテー
ションを披露。熱き起業家達に向けて会場から大きな拍
手が送られた。
　厳選なる審査の結果、最優秀賞には「雪国の雪下ろし
作業を軽減する雪カッターの事業展開」を発表した菅正
さん（湯沢市）が特別賞とともに選ばれた。
　また、聴衆の投票による「観客賞」は、国際教養大学
の学生３名による「台湾人中間層への体験型ツアーの提
案」が受賞した。

受賞者のプラン紹介
【最優秀賞・特別賞】菅 正（湯沢市）
「雪国の雪下ろし作業を軽減する雪カッターの事業展開」
　「雪カッター」とは、L型の刃にコの字型の柄を取り付
けたものです。一度に２面が深く切れ、断面も滑らかなの
で、従来の方法の７分の１の仕事量で済みます。秋田では
１シーズンに数回の雪下ろしが必要ですが、高齢化や人
口減に伴う人手不足から、今や共助組織を以て対処する
地域も珍しくありません。この「雪カッター」を使用するこ
とで作業量の大幅減につながります。
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10分間のプレゼンに続き、５分間の質疑応答

が設けられた。

優秀賞・観客賞を受賞した３名は国際教養大学

の現役学生。

最優秀賞・特別賞をダブルで受賞した菅正

さん。

本場ドイツやベルギーなど、海外から取り寄せた珍しいパ

ンが揃う。

秋田では当店だけが取扱う「モジョ

コーヒー」

パンやスープ、サラダなどが味わえる

セットメニューも充実している。

こだわりのスープを販売
　秋田市民市場近くに2014年12月にオープンしたスー
プ専門店、スープホリック。「体に優しく、栄養たっぷりの
スープをたくさんの方に召し上がってほしい」と始めたこ
の店は、食材へのこだわりに溢れる。スープに使う食材
は、できる限り無農薬か減農薬。意識して秋田県産を取
り入れている。
　メニューは、あさりの旨味濃厚な「ニューイングランド
クラムチャウダー」や、チーズの風味香ばしい「焦がしチー
ズのオニオングラタンスープ」、魚介が深い味わいの「伊
勢海老と帆立の濃厚ビスク」など常時7種類以上のスープ
をはじめ、ドイツなど本場から取り寄せた選りすぐりのパ
ン、有機野菜のサラダ、ベーグルサンドウィッチ、日本では
数店しか取扱いのない「モジョコーヒー」など。店内飲食
のほかテイクアウトもできるとあって客足は順調だ。

“ビジコン”で優秀賞・観客賞をダブルで受賞
　店主の須田敏之さんは、以前から「飲食店を開きた
い」との思いがあり、10年がかりで構想を練ってイメージ
を膨らませていた。夢を叶えるため、具体的に動き出し
たのは2014年夏。創業に関する情報収集を行っていた
とき、ウェブで『あきたビジネスプランコンテスト2014』
の存在を知り応募。「秋田のスープ」と題し、県産野菜

地産地消や、健康のために
スープの魅力を広めたい

S O U P H O L I C   スープホリック

昨年度「あきたビジネスプランコンテスト」
に出場し、入賞した須田敏之さん。
入賞後の姿を追い、その後開いた店を訪ねた。

センター活用事例
あきたビジネスプラン
コンテスト あきた企業活性化センター／

総合相談担当（018-860-5610）まで。お問い合わせ

県内での創業・起業意識の醸成と、独創性のある経営計画を持つ起業家を発
掘するため、年に１回開催するコンテストです。

主催：公益財団法人あきた企業活性化センター
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　　  秋田県商工会連合会、秋田県中小企業団体中央会、
　　  秋田銀行、北都銀行
http://www.bizcon.v t-ak it a .com

を使った“スープビジネス”を企画・発表。結果、優秀
賞・観客賞のダブル受賞となった。コンテストの最終審
査会は12月で、開業準備とコンテストの準備がちょうど
重なった。「コンテストへの応募に当たり、事業計画書な
ど必要書類を作成したことで、漠然と温めていたビジネ
スのイメージが具体化し、コンセプトを再確認すること
ができた。応募して本当によかった」と須田さんは振り
返る。

多くの人にスープの魅力を
　店のオープンから丸1年。「もう少し余裕があるかと
思っていたが、予想以上に忙しい毎日」と、うれしい悲鳴
だ。午前7時半オープンのため、朝食を求めるお客様に
始まり、昼はランチ客、夜は仕事帰りの人など、老若男女
問わず幅広いお客様が訪れる。また、気軽に入れる雰
囲気から“おひとり様”も多い。中には「ビジコンの会場で
見て」と店に足を運んでくれたお客様もいた。
　「スープは、小さいお子さんから年配の方まで、あらゆ
るジェネレーションの方におすすめできる健康食。その
魅力をもっと広めることで、たくさんの人が健康になって
くれたらうれしい」と抱負を語る。
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秋田県秋田市中通6-9-10-C
TEL.018-834-7700
営業時間／7：30～19：30（日曜9:00～18:00）
定休日／水曜
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あきた企業活性化センター／
総合相談担当（018-860-5610）まで。お問い合わせ

県内での創業・起業意識の醸成と、独創性のある経営計画を持つ起業家を発
掘するため、年に１回開催するコンテストです。

Facebook「あきたビジネスプランコンテスト」
でも情報を発信しています。

■  最優秀賞・特別賞／菅 正（湯沢市）

 「雪国の雪下ろし作業を軽減する雪カッターの事業展開」

■ 優秀賞・観客賞／丹生直子、佐藤修平、レスリースー（秋田市）

「台湾人中間層への体験型ツアーの提案」

■  優秀賞／佐藤 智子（秋田市）

「日本三大美林のふるさとから発信！
　未活用スギ葉のエッセンシャルオイル事業」

■  優秀賞／小林 華奈子（秋田市）

「女性に人気のカフェを販路とした
　秋田初スイーツコーディネート事業の展開」

■  優秀賞／阿部　彩（秋田市）

「輝く奇跡の一枚！
 『Akitaシニアエンディングフォト』」

■  優秀賞／中島 奈津子（秋田市）

「手話のイラストを商品化するという新しいジャンルを開拓」

■  優秀賞／高橋 利枝（にかほ市）

「『秋田を楽しむ』コーディネート型イベント事業の展開」

■  優秀賞／吉田 七重（横手市）

「自然食材を使った料理と薬膳料理をメインとした
　健康食堂カフェの開業」

あきたビジネスプランコンテスト2015 最終結果
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